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都市整備部

平成 2 3年 3月 2 4日

新小岩駅周辺の街づくりについて

1 新 小岩駅東北広場及び北 口連絡通路について

(1)新 小岩駅東北広場及び北 日連絡通路の整備について

新小岩駅東北広場及び北 日連絡通路が完成 し、平成 23年 3月 5日 (土)の 午
後 3時 から供用を開始 した。

この広場の完成により、新小岩南 日駅前広場から発着 しているバス 3系 統 (「新
小 52系 統 市 川駅行」、「新小 52乙 系統 亀 有駅行」、「新小 53系 統 亀 有駅
行」)が 、平成 23年 3月 28日 (月)の 始発便から新小岩駅東北広場から発着す
る。

また、タクシーについては、平成 23年 3月 5日 (土)の 午後 3時 から利用で
きるようになった。

(2)新 小岩駅東北広場の整備内容について

別紙 1「 新小岩駅東北広場案内図」参昭

(3)平 和橋通 リタクシーの違法駐車対策について

①新小岩駅東北広場の整備に伴い、平和橋通 リガー ド下のタクシーの違法駐車
を規制するため、葛飾警祭署、東京都第五建設事務所、(財)東 京タクシーセ
ンター及び葛飾区が協議を行つた。

②対応策
・場所 平 和橋通 りの総武線ガー ド下付近 (別紙 2「違法駐車対策について」
参照)

。東京都第五建設事務所が違法駐車場所に案内板を設置 し、新たにタクシー

乗 り場ができたこと、また、当該場所でのタクシーヘの利用はできないこ
とをタクシー事業者等に周知する。

・東北広場の供用開始後、 1か 月程度の周知期間を経て、東京都第五建設事
務所が違法駐車場所にゼブラ塗装やカラーコーンを設置する。

2 葛 飾区バ リアフリー基本構想 葛 飾区新小岩駅圏移動等円滑化基本構想 (案)
の区民意見提出手続の実施結果について

平成 22年 第 4回 区議会の都市基盤整備特別委員会において、同基本構想

(案)を 報告 し、平成 22年 12月 から平成 23年 1月 にかけて区民意見提出
手続 (パブ リック ・コメン ト)を 実施 し、その結果等について報告するもので

ある。



(1)区 民意見提出手続の実施結果

①閲覧 ・意見提出期間

平成 22年 12月 15日 (水)か ら平成 23年 1月 14日 (金)ま で

②閲覧場所

区政情報コーナー、街づくり推進課、区民事務所 (6か 所)、区民サービスコ

ーナー (4か 所)、図書館 (立石図書館、地区図書館を除く6か 所)の 計 18か

所での閲覧 と区ホームページに掲示

③意見総数

区民の意見はなし

(2)葛 飾区バ リアプリー基本構想 葛 飾区新小岩駅圏移動等円滑化基本構想 (案)

について

別紙 3「 葛飾区バ リアフリー基本構想 ・葛飾区新小岩駅圏移動等円滑化基本

構想 (案)の 概要」参照

(3)今 後の予定

。平成 23年 3月  パ ブ リック ・コメン ト意見の公表
。平成 23年 3月 末 葛 飾区バ リアフリー基本構想 葛 飾区新小岩駅圏移動等

円滑化基本構想策定
・平成 23年 度   バ リアフリー特定事業計画の策定
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タクシーの違法駐車を規制するため、ゼブ

ラ塗装やコーンを設置する。

東京都第二建設事務所が案内表示によリタ

クシー事業者等に周知する。
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葛飾区バ リアフリー基本構想 葛 飾区新小岩駅圏移動等円滑化基本構想 (案)の 概要

1 構 想の目的

葛飾区では、平成 12年 に施行 された交通バリアフリー法を受け、「葛飾区交通バリアフリエ

基本構想」を平成 18年 5月 に策定 した。この構想では、金町駅圏と京成立石駅圏を重点整備地

区に位置づけ、移動等円滑化基本構想を策定しており、その構想に即してバ リアフリー化が進
められているところである。

本構想は、平成 18年 12月 に 「バ リアフリー新法」が施行されたことを踏まえ、新たな重″点
整備地区として新小岩駅圏を設定し、移動等円滑化基本構想を策定するとともに、平成 18年 に

策定した重点整備地区以外の駅圏のバ リアフリー推進方策を見直し、これらを合わせた 「葛飾
区バ リアフジー基本構想」を策定することにより、葛飾区全体のバ リアフリー化をよリー層推
進 t/、全区的な移動の利便性 ・安全性の向上を図ることを目的とする。

2 基 本理念

バリアフリー新法を背景に、全区的に移動の利便性 ,安全性を目指して、葛飾区のバリアフ

リーの基本理念を以下のように設定した。

〇優先的にバ リアフリー化を図る必要性が高い地区は 「重点整備地区とに指定し、重点的かつ
一体的にバ リアフリー化を推進する

①重点整備地区以外の区内全ての駅圏を対象にバリアフリー化を推進 し、さらに区全体へと拡
げていく

○施設整備によるバリアフジー化だけでなく、心のバ リアフリーに積極的に取 り組む

3 新 小岩駅圏の移動等円滑化基本構想

(1)バ リアフリー化の基本的な方針

○安心 ・安全なバ リアフリー歩行環境づくり

(―魅力的で身近な広域生活拠点の形成のために)

「魅力的で身近な広域生活拠点の形成」の一環として、駅周辺の安心 ・安全なバ リアフリー

歩行環境づくりを行 う。具体的には、駅 と公共施設、病院、商業施設等を結ぶ通行 しやすい歩
行空間の連続的な確保、通行を妨げるものがない歩行環境づくりを行 う。

①新小岩駅南北で連続的 ・一体的なバ リアフリー空間を形成

(―駅周辺の一体性 ・回遊性の向上のために)

計画中の南北自由通路を介 して、駅北口 ,南 日で連続的 ・一体的なバ ジアフリー空間を形成
し、駅を中心とした一体性 ・回遊性の向上を図る。

①都市基盤整備事業と一体となった推進

(―速やかなバ リアフリー化の誘導のために)

実施中の都市基盤整備事業を視野に入れた構想づくりを行い、事業の実施を通じて、速やか
なバ リアフリー化の実現を誘導する。

(2)重 点整備地区の範囲

新小岩駅から概ね 500m国 内で、官公庁施設、福祉施設、医療施設、文化 ・スポーツ施設、
公園等を含む範囲 (面積約 57ha)



(3)バ リアフリー化のために実施すべき主な事業 (特定事業)

○新小岩駅では、南北自由通路整備に合わせ、革いすに対応 したエレベータエを設置し、改札

日とホームとの高低差解消を図る。また、視覚障害者誘導用ブロックの改善を図る。

①平和橋通 りや蔵前橋通りでは、視覚障害者誘導用ブロックの改善や、電線類の地中化を推進

する。

①新たに整備する道路、広場、通路等は、移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基

準に基づき整備する。

○新小岩公園には、触知案内図まで視覚障害者誘導用ブロックを設置する。

○新小岩地区センターでは、だれでも トイレの設備等の改善を図る。

①平和橋通 りや蔵前橋通りの交差点等には、音響式信号機や青時間延長信号機等を設置する。

また、音響式信号機を設置する横断歩道にエスコー トガーンを設置する。

4 バ リアフリー事業の推進

重点整備地区に指定した新小岩駅圏は、原則として平成 27年 度を目標年次とした事業の実施

を日指す。また、特定事業については、特定事業計画を作成 し、これに基づいて事業を実施す

ることが、バ リアフリー新法において義務づけられている。このため、平成 23年 度に特定事業

計lB4‐作成のための協議会を設置し、関係事業者間の協議 ・調整を行いつつ特定事業計画を作成

し、事業化を推進する予定である。


